
学校番号 1010 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「精選 国語総合」（東京書籍） 

副教材等 ダブルクリア(尚文出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代文・古典の両方に取り組んでもらおうと考えています。授業では内容の理解を目指す一方で、

教科書で使われている言葉や優れた表現に出会い、それらを自分の表現に役立てることを意識して

ほしいと思います。自分の実生活を振り返り、知識としてだけでなく実感として作品を読み深めて

いきましょう。また、授業に積極的に取り組み、提出物の期限は必ず守って取り組み、１年間がん

ばりましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高める。 

・思考力を伸ばし心情を豊かにし、言語感覚を磨く。 

・言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b: 話す・聞く能力 c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力

を進んで高めると

ともに、言語文化に

対する関心を深め、

国語を尊重してそ

の向上を図ろうと

している。 

目的や場に応じて効

果的に話し、相手の

話すことを的確に聞

き取り、また話し合

うことで、自分の考

えをまとめ、深めて

いる。 

相手や目的、意

図に応じた適

切な表現を自

分で考えて文

章で書き、自分

の考えをまと

め、深めてい

る。 

文章を的確に読

み取り、目的に

応じて幅広く読

むことで、自分

の考えを深め、

発 展 さ せ て い

る。 

伝統的な言語

文化及び言語

の特徴や決ま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

・記述の点検（プリ

ント・ノート等） 

 

・行動の観察 

・記述の点検（題・

プリント・ノート等） 

・記述の点検

及び分析（プ

リント・ノー

ト等） 

・定期考査 

・行動の観察 

・記述の点検（プ

リント・ノート

等） 

・定期考査 

・行動の観察 

・定期考査 

・小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d E 

１ 評
論Ⅰ

・Ⅲ
 

「水の東西」 

「まちの豊かさとは何か」 

○ ○ ○   

a：段落の構成や文章の展

開に着目し、筆者の考えを

まとめようとしている。 

b：筆者の想いや考えに対

する自分の考えをまとめ、

他者に話したり聞いたり

している。 

c：筆者の考えを整理し、

自分の言葉で書いてまと

めている。 

a：行動の観

察 

b：行動の観

察 

記述の点検 

c：記述の確

認 

定期考査 

２ 小
説Ⅰ

 

「城の崎にて」 

 

○   ○ ○ 

a：人物、情景、心情など

を読み、筆者の主題に迫ろ

うとしている。 

d：人物、情景、心情など

を、なぜ筆者がそのように

書いているのかを考え、そ

の効果に気づいている。 

e：本文の特色ある表現の

意味や書きぶりについて

理解している。 

a：行動の観

察 

d、e：記述の

確認 

定期考査 

３ 詩
歌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
記
と
随
筆 

「十五の心」「白牡丹」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古文：「馬のはなむけ」（「土佐

日記」） 

○   ○ ○ 

a：文章の構成や語句の意

味、表現の技法に気づき、

考えようとしている。 

ｄ：三十一文字に込められ

た筆者の想いについて想

像し、理解している。 

e：短歌の語句の意味・技

法・訳を理解している。 

 

a:語句の意味や文法を理

解しようとしている。  

ｄ：適切に口語訳に直すこ

とができる。 

e：作品の歴史的背景を理

解し、女性に扮した作者の

描いた作品を読み深める

ことができる。 

a、ｄ：行動の

観察 

記述の点検 

e：記述の確

認 

定期考査 

 

 

 

 

a、ｄ：記述の

点検 

e：記述の確

認 

定期考査 



４ 評
論Ⅱ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
り
物
語
と
軍
記
物
語 

「欲望と科学」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「木曽の最期」（「平家物語」） 

     

○   ○ ○ 

a：文章の構成や語句の意

味、表現の技法に気づき、

考えようとしている。 

ｄ：筆者の考えについて要

点をまとめ、理解してい

る。 

e：日本人の行動様式につ

いて理解している。 

 

a：語句の意味や内容を理

解しようとしている。 

ｄ：話の展開を理解し、川

柳と比較し、そのおもしろ

さを理解しようとしてい

る。 

e：話の展開や結末を理解

している。  

a、ｄ：行動の

観察 

記述の点検 

e：記述の確

認 

定期考査 

 

 

 

a、ｄ：記述の

点検 

e：記述の確

認 

定期考査 

５ 小
説Ⅲ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寓
話
と
唐
詩 

「鏡」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢文：「借虎威」 

    「唐詩」 

○   ○ ○ 

a：筆者特有の表現を読み

味わい、文体の特徴を理解

しようとしている。 

d：文章の語り手の違いを

理解し、文体の違いによる

効果を読み取ろうとして

いる。 

e：小説の展開や主題につ

いて理解している。 

 

a：学習する故事成語の意

味について考えようとし

ている。 

ｄ：訓読に従って、書き下

し文に直し、訳することが

できる。 

e：学習する内容について

展開や意味を理解してい

る。 

a、d：行動の

観察 

記述の点検 

e：記述の確

認 

定期考査 

 

 

 

 

a、ｄ：記述の

点検 

e：記述の確

認 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


